
草津市営住宅木川団地・西一団地建替事業

要求水準書 別添資料に関する質問に対する回答

・草津市営住宅木川団地・西一団地建替事業に関して、令和８年６月５日までに寄せられた質問への回答を公表します。

多くの質問をいただき、誠にありがとうございました。

・質問は、原文のまま掲載しておりますが、明らかな誤字、脱字及び表記の誤りと判断された箇所については、一部修正

しております。

令和８年６月２６日

草津市



■草津市営住宅木川団地・西一団地建替事業　要求水準書　別添資料に関する質問に対する回答

頁 数字 数字 （数字） カナ （カナ） 英字

1 1 1 (1)
西一団地の２階建て以下の建築物にも耐火構造が必要となりますでしょうか。建築基準法
上、公営住宅法（施行令）上においても２階建て以下で耐火構造は必ずしも要求されていな
いので、ご提案額を下げられる準耐火構造で計画してもよろしいでしょうか。

要求水準のとおり、階数に関わらず耐火構造でご提案ください。

2 3 1 (1)

「専用部分の玄関」において「１階の各住戸は安全ストッパー付引き戸とする」との記載が
あるが、要求水準書(案)別添資料に関する質問への回答(No4)にて既回答の通り、車いす住
戸に関する基準との理解でよいでしょうか。

ご理解のとおりです。

3 3 1 (1)
「ユニットバス1216型または1416型以上」との記載について、
ユニットバスの広さ(面積)において記載サイズ以上を確保すればよく、1318型や1418型等の
別規格を制限するものではないとの認識でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。住戸面積や間取りを充分に考慮してご提案ください。

4 3 1 (1)
洗濯パンにおいて、一般的な台座付き防水パン(かさ上げ防水パン)の規格である640mm×
640mmでも問題ないでしょうか。

ご理解のとおりです。

5 3 1 (1)
洗面化粧ユニット600型以上との記載があるが、p6の「衛生設備」の欄では洗面キャビネッ
トは間口750程度との記載がある。600型以上が最低基準との認識で問題ないでしょうか。

ご理解のとおりです。

6 4 1 (1)
「クーラー用室外機置き場(天吊り)」との記載について、優位性等を検証した上であれば、
バルコニー床置きでの提案も可能と考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。優位性については充分なご説明とともにご提案ください。

7 5 1 (2) 共用部分照明等での自家消費、かつ余剰売電を行うとの認識で問題ないでしょうか。 共用部分の照明等による自家消費に限定します。

8 6 1 (3)
DK用換気設備は同時給排型との記載があるが、換気設備設計にて室内の気圧低下等を適切に
考慮した上であれば、レンジフードは排気機能のみとし、レンジフード周辺に給気口を設け
る計画としても問題ないでしょうか。

ご理解のとおりです。

9 8 2 (1)
各住戸の倉庫ですが、冬用タイヤの保管を考慮した場合、利便性からは住戸専用部分での設
置ではなく、屋外での設置が良いと思われます。計画可能な場合、屋外での倉庫設置を検討
してもよろしいでしょうか。

要求水準書　P20　「２　施設規模　（2）付帯施設　ウ　倉庫」では「各団地の入居者全体の
用に供する倉庫の設置は可とする。」としております。ご参照ください。

10 9 2 (1)
「住宅案内板および自治会掲示板を設置すること」とあるが、どのようなもので、どこに設
置するイメージでしょうか？

これまでのご実績、ご経験、ノウハウを基に、周辺市街地との関係、住棟等の配置計画を基に
ご提案ください。ご提案内容を基に、実施設計段階での市との協議により決定します。

11 9 2 (1)
建築の仕様に関しまして、「基本構造等」の欄に共用部門の室名の表示があります。その中
に「受水槽ポンプ室」の室名表示についての記載がありますので、受水槽ポンプ室の設置が
必要と解釈しましたが、ポンプ室併設一体型受水槽での提案でもよろしいでしょうか。

要求水準書　P20　「２　施設規模　（2）付帯施設　ク　受水槽、ポンプ室の配置」の内容を
ご確認ください。

12 10 2 (1)
住棟1階の床下点検ピットについては構造により納まりが異なる為、維持管理等級２の性能
を満たし、同等の対応が出来れば事業者の提案によるという理解でよろしいでしょうか？

ご理解のとおりです。

No

該当箇所

質問内容 質疑回答

1



13 15 2 (1) ・4にある、「施錠可能な集合郵便受箱」は、南京錠に限定でしょうか？ 南京錠型に限定しません。これまでのご実績、ご経験、ノウハウを基にご提案ください。

14 26 2 (3)
「機械設備」の各項目に記載されている管種･管径や施工方式(工法)については、
別添p7上段に記載の通り「参考基準」と考えて、独自の品質基準に基づく工法を提案しても
差し支えないでしょうか。

「参考基準」以上の品質基準であれば問題ありません。

15 31 2 (3)
「固定金具付据置型1200タイプ」とあるが、P3の専用部分/浴室の表記内容と違いますが、
どちらが正でしょうか？

P3の専用部分/浴室の表記内容が正です。「２．本市の市営住宅における設計基準」は、あくま
でも参考基準として示しております。

16 38
遮音性能についてP35に準じると考えますが、P38音環境の8-1重量衝撃音対策の等級は、等
級2または、鉄骨造の場合は評価方法基準第5の8の8－1（3）ロ①ｄの相当スラブ厚11cmと考
えて問題無いという理解でよろしいでしょうか？

これまでのご実績、ご経験、ノウハウを基に重量床衝撃音等級２、またはこれと同等となる相
当スラブ厚をご提案ください。
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